
構造特記仕様書（１）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-001

１．一般事項

１．特記仕様書と重複して記入された項目があれば、本構造特記仕様書を優先する。

２．本構造特記仕様書に特記された事項を適用する。なお、選択事項は・印を適用し、・印が無い場合は

　　＊印を適用する。・印と＊印が有る場合は、共に適用する。

    特記のない場合は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

３．公共建築工事以外に適用する場合は、上記仕様書の「監督職員」を「監理者」と読み替える。

５．構造特記仕様書の記号説明

　Ｗ ：単位水量（ｋｇ/ｍ ）

　Ｃ ：単位セメント量（ｋｇ/ｍ ）

　Ｓ ：構造体強度補正値（Ｎ/ｍｍ ）

Ｆｃ ：設計基準強度（Ｎ/ｍｍ ）

ＳＬ ：スランプ（ｃｍ）

w/c：水セメント比（％）

　γ ：気乾単位容積質量（ｔ/ｍ ）

４．構造体の耐久性供用期間の級　・短期（30）　＊標準（65）　・長期（100）　・超長期（200）

（　　）内は、計画供用期間としておおよその年数を示す。

    （令和4年版）」（以下「標準仕様書」という）による。
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配筋基準図（１）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-002



配筋基準図（２）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-003



配筋基準図（３）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-004



配筋基準図（４）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-005



鉄骨基準図（１）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-006



鉄骨基準図（２）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-007



鉄骨標準詳細図

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-008



継手基準図

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 S-009



オオナマズ水槽構造図（１）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
1:50 (A1)

S-0101:100(A3)

アクリルアクリル

A-A　断面図
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特記無き限り下記による

1-1　断面図

2.基礎下端レベルは琵琶湖の主FL-90とする。

3.既設スラブ天端には、新設基礎下端まで増し打ちを施す。

2-2　断面図 3-3　断面図
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オオナマズ水槽構造図（２）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
1:50 (A1)

S-0111:100(A3)

既存躯体

Ob,Oc通り　軸組図

既存躯体

Oa,Od通り　軸組図
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Y1通り-280～+415　軸組図
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既存躯体

C-C　軸組図
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特記無き限り下記による

D-D　軸組図

1.　　 印は、増し打ちを示す。
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スラブリスト

FS1

符号 厚さ 位置
主筋方向

570
上端筋

下端筋

D22@200

D22@200

D22@200

D22@200

配力筋方向

端　部 中　央 端　部 中　央

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左

備考

壁　厚 400

縦　筋 D16@200(D)

横　筋

開

断　面

縦　筋

D16@200(D)

2-D13

符　号 W40

横　筋

斜　筋

口
補
強
筋

幅止筋D10@1000以内

壁リスト

2-D13

2-D13

CS1 詳細図参照

　・主筋の上下関係

　　X方向とY方向の梁天端レベルが同一の
　　場合は、梁主筋を下図の通り配筋のこと。

Y方向大梁 下端主筋

Y方向大梁 上端主筋

X方向大梁 上端主筋
X方向大梁 下端主筋

B

3

3
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2
 上端筋

 下端筋

 腹筋

あばら筋

本図の場合、3 -D**@***

は、外周あばら筋2本を示す。  -D**@***

　基礎梁・大梁共通事項

 増打ち

位 置

断 面

ＢｘＤ
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特記無き限り下記による

 4  - D13 @ 200

備 考

　・基礎梁凡例
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2.巾止筋はD10@1000以下とする。

3.腹筋は柱内にL2定着を確保する。

1.主筋の継手位置は、S-003 6. A (2)

  「(C)連続基礎及びべた基礎の場合」とする。

    - D13 @ 200     - D13 @ 200     - D13 @ 200     - D13 @ 200

オオナマズ水槽構造図（３）

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
1:50 (A1)

S-0121:100(A3)
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コアユ水槽構造図

0-2024-006 構造

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
1:50 (A1)

S-0131:100(A3)
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特記無き限り下記による

A-A　断面図

1.　　 印は、増し打ちを示す。
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1階　伏図

1.基礎天端レベルはコアユ水槽FL+395とする。
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W25
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X2 X3

特記無き限り下記による

基礎　伏図

2.基礎梁下端レベルはコアユ水槽FL-90とする。

3.既設スラブ天端には、新設基礎下端まで増し打ちを施す。

1.コアユ水槽FL=1FL-1900
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1階　伏図（既設図）
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特記無き限り下記による

1.スラブ天端レベルは、1FL-2590とする。

2.　　　範囲内は、スラブ天端レベル1FL-2800とし、1FL-2590まで増し打ちを施す。

4.　　　範囲内は、スラブ天端レベル1FL-2100とし、1FL-1990まで増し打ちを施す。

3.　　　範囲内は、スラブ天端レベル1FL-1990とする。

Y1

X1

16242

X2 X3

3990

　・主筋の上下関係

　　X方向とY方向の梁天端レベルが
　　同一の場合は、梁主筋を下図の

Y方向大梁 下端主筋

Y方向大梁 上端主筋

X方向大梁 上端主筋
X方向大梁 下端主筋

B

3

3

D

2
 上端筋

 下端筋
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本図の場合、3 -D**@***

は、  -D**@***

　基礎梁・大梁共通事項

 増打ち

　・基礎梁凡例

　　通り配筋のこと。

特記無き限り下記による

2.巾止筋はD10@1000以下とする。

3.腹筋は柱内にL2定着を確保する。

1.主筋の継手位置は、S-003 6. A (2)

  「(C)連続基礎及びべた基礎の場合」とする。

外周あばら筋2本を示す。

1階　スラブ増し打ち範囲図(オオナマズ水槽・コアユ水槽共通) 1:100
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5.部材配置は、既設図を参照のこと。

2.CS11の天端レベルはコアユ水槽FL+1950とする。
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特記無き限り下記による

1.　　 印は、増し打ちを示す。
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　越えてから縦に下ろす。


